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来年度2017年度から要支援の方は、町の総合事業に移行！
「保険あって介護なし」保険外しが現実に！声を挙げよう！

一般質問 9月8日 他に「働き甲斐のある役場に」と「職員の働き方」「残業代を払え」と質す

昨年4月より介護保険の改定が行われ、

①介護報酬の削減 ②所得160万円以上の方は2割負担
③要介護3以上でないと施設に入れないということが決
まり、昨年8月より実行されています。

さらに、来年度までに要支援1,2の方へのサービスは介
護保険から外して、町の総合事業の中で実施させる方針
です。

また、介護ベッドや歩行器など、要支援の方が利用し
ている福祉用具の利用（1割）を原則自己負担にする
（全額）という方向も示されています。

さらに国において要介護1,2の人の福祉用具利用も保険
から外すことや、原則利用料を2割とする案まで浮上し
ています。こうした国の方針を受けて今回の質問は、
①要支援の方へのサービス提供の準備状況はどうか。
②経営難の小規模事業所にたいする支援策は

新徳花苑「すずらん」では、現在ヘルパーが不足で、
1ユニット（10人）が入所できないでいます。事業所自
らヘルパーの養成講座を開いたり、資格取得に便宜を
図ったり努力しています。こうした介護事業所の努力に
対し、町もヘルパー養成の支援をすべきと質問。
③福祉用具の利用料が保険から外れ10割の全額自己負担
になれば、利用ができず、外出や家で暮らすことが困難

になる。「利用への補助制度をつくるべき」と求めまし
た。 《福祉用具の利用一覧 抜粋》

Ｑ 要支援の方へのサービスはどうなる？
Ａ、町の総合事業の中の予防事業で対応

これまで受けていた方はそのまま、これから受けたい
という人は、施設への通所か、地域で行うボランティア
などによる支援（緩和されたサービスＡ，Ｂ）などに振
り向けられます。しかも、そうした事業への報酬は、
「従来より下回る単価の設定」を求められています。つ
まりデイサービスを扱う事業所の利用の量が減る恐れや、
サービスの報酬が今よりさらに減る恐れがあります。

住民ボランティアによる住民主体の支援についても、
まだ、住民説明会を3回やっただけで、担い手の団体が
できてはいない状況です。来年4月からの移行と言いま
すが間に合うでしょうか。サービス低下が心配されます。

保険外しで、在宅生活困難に！
「『福祉用具の全額自己負担』止めよ」と迫れ！

。

一割で 要支援１ 31人 要支援２ 78人
要介護１ 72
人

要介護２
96人

予防 手すり 400円 7 25

予防 歩行器 300円 2 14

車いす 500円 2人 10人

特殊寝台 900円 30人

特殊寝台マット付
き

1100円 34人

てすり 3～４00円 14人 20人

スロープ 450～900円 3人 4人

歩行器 3～400円 7人 16人
（平成28年度6月の利用から抜粋）

利用の多い福祉用具を抜き出してお知らせします。利
用している人は要支援1,2は51人（109人中）要介護1,2は
152人（168人中）、要支援者の約半数。要介護1.2の方
の約９割の方が福祉用具を利用しています。こうした福
祉用具を利用しヘルパーさんの手助けを受けてなんとか
自宅で生活しているのです。これまで月1,100円で利用
していた介護ベッドが1万1000円になったら利用し続け
られるでしょうか。
「医療・介護・福祉の充実で、住み慣れた地域で生き生
きと暮らし続けられる社会を」という、地域包括ケアの
考え方からいうと、福祉用具を使っているからこそ在宅
での生活が可能になる文字通り「転ばぬ先の杖」の役割
をしているのが、この福祉用具です。こうした「自己負
担が重くなる改悪はやめろ」と声を届けよ、もし、これ
が実行されるようなら、町が独自に、費用負担を軽くす
る制度を設けるべきと対応を迫りました。
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みなぎる希望を感じさせる見事な雲
（藤沢より）



生ごみのたい肥化事業
概要が報告される

立科町では現在、佐久市・東御市と２市1町で構成す
る川西保健衛生施設組合でゴミ処理を行っていますが、
施設が昭和56年建設で老朽化が進んでいるため、今度は
御代田町に近接する佐久市に、新クリーンセンターを建
設中です。

新クリーンセンターが３年後の平成31年10月稼働予定
に合わせ、現在の可燃ごみ搬出量を130トン減量する必
要に迫られました。そのため可燃物の中の生ごみを焼却
ではなく堆肥（たいひ）化して、減量と資源の有効活用を
図ることにしています。

【堆肥化の概要】
①生ごみを専用の袋に入れ、従来のごみステーショ
ンに置く。各地区分館に専用のダストボックスに入
れる。
②立科町からの長和町への搬入の曜日は火・金曜日。
③専用のごみ袋は「生分解性プラスチック」ででき
ているため、袋ごと堆肥になる。1枚35円とする。
④生ごみは長和町の堆肥化処理施設（長門牧場の隣
接地）で堆肥にして、無償で町民に配布予定。
⓹堆肥化に必要な経費は年額480万円程度を見込むが、
新クリーンセンターへの搬入する可燃物が減るため、
新クリーンセンターへの負担金はおよそ150万円削減
の予定。したがって新たな負担は約330万円程度と見
込む。
⑥初期投資として、できた堆肥を保管する保管倉庫

や生ごみ収集用トラックなど予算化 1,545万円。

みなさんのご意見をお聞かせください。

（仮）索道事業経営改善推進室設置へ

9.29 臨時議会で人件費を予算化 約415万円

山の索道事業の改善を求める同僚議員の一般質問
に応え町長は「『索道事業経営改善推進室』を設けて
検討し任期中に結論、方向性を出したい」と答弁。

設置目的として①索道事業の新運営方式移行への準
備 ②町の観光振興のための計画づくり。以上2点を
成就するために（仮称）索道事業経営改善推進室を置
くとしています。

室長は公募で1名、民間から登用するとのこと。狙
いとして、これまで行われた「索道事業経営改善検討
委員会」や「立科町索道事業（スキー場など）あり方
研究会議」の答申を踏まえ、①通年での複合的なビジ
ネスの導入②本格的な“民活”③早期に計画的な手を打
つこと。を挙げています。
9月29日の臨時議会では、室長を一般から公募する

ために、人件費6か月分（課長待遇・1年ごとの任期付
き職員）が予算化されました。

議員からは、「推進室の概要が明らかになっていな
い」「いきなり課長待遇ではなく、商工課長の下で働
く位置づけではないか」との議論がありました。わた
しも「非常勤対応でよいのではないか」と反対討論し
ました。いきなり「課長待遇の人件費の予算化」で待
遇や位置づけについての報告や十分な議論もないまま
の議決には賛成できないと態度を表明。反対5の少数
で補正予算は可決。

町長は「強い意思を持ち十分な見識を持つ人を迎え
たい」と意気込んでいます。10月から公募予定。

2017年夏以降、横田基地に10機配備予定
オスプレイが立科町上空で訓練の危険！

オスプレイ配備撤回の運動を！
平成29年度末から順次横田基地に10機配備予定のＣＶ22オスプレイ。こ

こ佐久地域も飛行訓練空域（ホテル空域）となっています。オスプレイは
ヘリモードから飛行モードに切り替わるときが最も不安定。エンジンが止

まっても自動的に降りられるオートローテーション機能がないなど、構造的欠陥を持っています。また強烈な
下降気流により巻き上げられた砂塵がエンジンに入ってそれが墜落の原因にもなっているとのこと。そのため
事故率が異常に高く『未亡人製造機』との異名をとっています。またエンジンから噴出される熱により、草地
が焦げるほど。60ｍほどの低空飛行訓練や夜間訓練など特殊訓練をするそうです。離着陸時の爆音や振動も半
端なものではありません。

大変な欠陥機の為、オスプレイの導入を断念した国が多い中、日本では17機、300億円で導入予定。佐久上
空や首都圏の空が米軍の特殊部隊の訓練場にされる危険が指摘されています。

立科町議会ではオスプレイの飛行訓練を中止を求める意見書が挙がっています（6月議会）が、この危険
性をもっと知っていただきたいと思います。県内17市町村、佐久地域では
佐久市・小諸市・北佐久郡全域・佐久穂町・小海町が該当します。みんな
で関心を持ち運動しましょう。オスプレイの横田基地配備撤回・佐久上空
での飛行訓練中止を求める署名用紙できました。ご協力をお願いします。

また横田基地周辺・群馬、長野、新潟など連帯して配備反対の運動を強
めようと関東信越連絡会が提起されました。オスプレイについてＤＶＤが
あります。貸出します。ぜひ皆さん、見てください。

オスプレイ

議会報告
１１/１２（土）１３：３０～立科町公民館

オスプレイについてのＤＶＤ上
映も。藤岡県議からも報告があ
ります。ご参加お待ちしていま
す。
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